




生活美学研究所研究員 村 越 直 子 

























































研究のギティングス（Gittings 2013）がフェルデンクライス・メソッド 5）の Gaga へ
の影響を、身体とマインドの統合という観点から分析している。また、国内では、岡
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という、Gaga の先行研究に共通した方法（Galili 2015; Gittings 2013; Katan 2016; 





3. 動きの探求法としての Gaga 
 
3.1 Gaga の成り立ち：Gaga People と Gaga Dancers 
Gaga は人間の身体感覚と動きの可能性をひき出す技法であり、特にダンサーにとっ
ては専門性に関わる身体言語を豊かにする技法となる（Galili 2015）。一般の人が受


























段として、意識的に、そして積極的に Gaga の基底においたのである。 
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が言える。(ナハリン インタビュー 2013) 
 



































が言える。(ナハリン インタビュー 2013) 
 






























































































































































れている（Katan 2016）。「available」は Gaga において、各個人が必要とするスキルを
次々と生み出すことを可能にする重要な概念である。 
 











































































































































































































































































オフィシャルウェブサイト によると、2020 年 8 月現在、142 名の Gaga 教師が登録
されており、世界各国の Gaga 教師が Gaga ムーヴメント管轄の下、クラスを開講して
いる。私たち人間が呼吸し思考し行動する土台となる「生活する身体」と、ダンスの専
門技術を身につけた審美的身体である「パフォーマンスの身体」を往来することが可
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1） 東京都・田町にあるスタジオ アーキタンツにおいて、毎月 1〜2回で Gaga クラス
が開講されている。（2020 年 8 月現在） 
2） 2003 年シーズンの休職期間を除き 1990 年から 2018 年まで芸術監督として在任
した。 







6） 2014 年 武庫川女子大学生活美学研究所主催定例研究会「コンテンポラリー・ダン
ス。きらめく身体。」講師：シャハー・ビンヤミニ 指定討論者：砂連尾理、鞍掛綾子 
7） 現時点におけるダンス研究では、一人称の知覚を用いた解釈に基づくソマティック
な方法を用いたものが奨励され、増えてきている。[Journal of Dance & Somatic
Practices 投稿規定] https://www.intellectbooks.com/asset/8861/1/NfC_JDSP.
pdf （最終閲覧 2020 年 8 月 12 日） 
8） フィードバックループとは、フィードバックを繰り返すことで、結果が増幅されて
いくこと。https://www.wired.com/2011/06/ff_feedbackloop/（最終閲覧 2020 年
8 月 12 日） 
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